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1. はじめに 

高等専門学校（高専）のカリキュラムは、大学

に比べて実験・実習に重点が置かれ、高専の技術

者教育の特徴の一つとなっている。座学と実験・

実習が効果的に配置され、実践的な教育を取り入

れているところに高専の利点がある。 

一般的に高等教育機関において、実験・実習は、

各教員の創意工夫のもとで、各校独自の実験書を

利用して行われている。また、学生の成績評価は、

実験担当の各教員が実験取組度やレポートを用

いて独自の基準で行っている場合が多い。 

しかしながら、到達レベルを意識した実験書や

評価方法を取り入れた実験を展開している例は

ほとんど見られない。 

一方、高等教育機関において教育内容の質保証

が求められている。高専機構では、モデルコアカ

リキュラムにおいて、到達目標を明示し、教育内

容について質の保証に対する取り組みを行って

きた[1]。また、「実験系共通ルーブリック」を提

案し、実験系の評価指標の策定の取り組みを続け

ている[2]。 

本講演では、「実験系共通ルーブリック」をも

とに、旭川高専を拠点校とする 7高専で行った電

気・電子分野の実験の評価指標の策定と評価実践

について報告する。 

 

2. 到達レベルごとの実験書の作成 

旭川高専を拠点校とし、電気・電子分野は小山

高専をリーダーとして、函館高専、仙台高専、鶴

岡高専、長岡高専、都城高専の計７高専で連携し

て取り組みを行った。 

大学間連携共同教育推進事業「分野別到達目標

に対するラーニングアウトカム評価による質保

証」にて平成２６年度に提案された「実験・実習

スキル系ルーブリック」をもとに、実験書作成の

ために到達レベルごとの指針を策定し、実験書モ

デルを 10テーマ 29編作成した。 

 

3. 評価シートの作成と評価実践 

指針のもとで作成した各テーマの個別実験書

ごとに、評価シートを作成した。一例を Fig.1 に

示す。対象、スキル、到達目標を明確にし、さら

に、A,B,C,D の評価に対する指標を明確化した。

評価の基準の指標になるものは基本的に指導者

の関わり度合によって判定できる文言とした。 

電気・電子分野の評価シートは 26 編作成する

ことができた。作成した実験書モデル、評価シー

トに対しては、一部を実際に学生に実践してもら

った。実践した学生はのべ 103名にのぼる。実践

検証に関わった教員、学生からコメントを集める

ことができ、作成した実験書や評価シートを改善

するフィードバック体制も確立できた。 

Fig.1  評価シート（例） 
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電気電子分野 学年配当 1年

到達レベル 1

項目 スキル 到達目標 自己評価

1Ａ 1Ｂ Ｃ Ｄ

計画
と実
施

抵抗測定 抵抗値を測定できる

実験書のかっ
こや空欄を埋
めながら、抵
抗値を測定で
きる

教員等の助言
を受けながら、
実験書のかっ
こや空欄をうめ
るなどして、抵
抗値を測定で
きる

教員等の詳細
な助言を受け
ながら、抵抗
値を測定でき
る

教員等の助言
を受けても、抵
抗値を測定で
きない

機器・
器具
の準
備と
操作

テスター テスターを使うことができる

詳細に記述さ
れた使用方法
を適切に理解
し、テスターを
操作すること
ができる。

教員等の助言
を受けながら、
詳細に記述さ
れた使用方法
を理解し、テス
ターを操作す
ることができる

教員等の詳細
な助言を受け
ながら、テス
ターを操作す
ることができる

教員等の助言
を受けても、テ
スターを操作
することができ
ない

結果・
分析・
考察

キルヒホッ
フ

キルヒホッフの電圧則を説明でき
る

詳細に記述さ
れた方法や手
順に基づき、
実験結果をキ
ルヒホッフの
電圧則で説明
できる

教員等の助言
を受けながら、
詳細に記述さ
れた方法や手
順に基づき、
実験結果をキ
ルヒホッフの
電圧則で説明
できる

教員等の詳細
な助言を受け
ながら、実験
結果をキルヒ
ホッフの電圧
則で説明でき
る

教員等の詳細
な助言を受け
ても、実験結
果をキルヒホッ
フの電圧則で
説明できない

実験評価シート（例）

実験テーマ名 電圧電流抵抗の測定

レベル１相当

分野名
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